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　　事務局次長　　浅　島　和　夫　　　　庶務課長　　矢　嶋　吉　雄

　　学事係長　　土　屋　義　彦　　　　生涯学習課長　　中　島　　　実

　　指導室長　　中　川　修　一　　　　新しい学校づくり担当課長　　田　中　光　輝

　　学校地域連携担当課長　　大　澤　宣　仁　　　　中央図書館長　　近　藤　直　樹

署　名　委　員

　　　　　　　　　　委員長

　　　　　　　　　　委　員
午後　　１時００分　開会

委　員　長　　本日は５名の委員の出席を得ましたので、委員会は成立いたしました。
　　　　　　　ただいまから、平成２３年第１５回の教育委員会定例会を開催いたします。
　本日の会議に出席する職員は、浅島次長、矢嶋庶務課長、森下学務課長は欠席のため、代わりまして土屋学事係長、中島生涯学習課長、中川指導室長、田中新しい学校づくり担当課長、大澤学校地域連携担当課長、近藤中央図書館長の以上８名でございます。
　本日の会議録署名委員は、会議規則第２９条により谷田委員にお願いいたします。
　本日の委員会は、２１名から傍聴申し出がなされており、会議規則第３０条により許可しましたので、お知らせいたします。
　　　　　　　

　　　　　　　　　（関係する職員以外退席）
○議事

日程第一　議案第２４号　平成２４年度区立小・中学校使用教科書の採択（継続）について

（指導室）

委　員　長　　それでは、これより教科書の審議に入ります。関係する職員以外は退席いただいて結構ですが、次の議案前に再入室願います。
　　　　　　　それでは、議事に入ります。日程第一　議案第２４号「平成２４年度区立小・中学校使用教科書の採択（継続）について」を審議いたします。
　前回、数学まで審議いたしました。本日は理科から審議いたします。
　では、指導室長から説明願います。

指導室長　　それでは、中学校の理科につきましては、東京書籍、大日本図書、学校図書、教育出版、啓林館の５社でございます。
　　　　　　　以上、５社の中からの採択をよろしくお願いいたします。

委　員　長　　では、質疑、意見等がありましたら、ご発言ください。

谷田委員　　理科は、１分野、２分野の本がまとまったということで、まず、その構成とか並び方とかというところも、各社に特徴があると感じています。
　　　　　　　これも、皆さん、先生も色々考え方があるのかもしれないですけれども、一般的には、植物から１年生は入ってくるというパターンがあるのかなと考えたり、それから、前回もそうですけれども、教えやすさとか、そういったことを考えると、私は東京書籍がいいかなと。
　あと、もう１つ、啓林館も、共同学習に向いているかなと思いますし、地域の資料集も巻末で結構充実したものになっているので、どうかなと思っています。
　色々、調査委員会の資料等によると、別冊をどう捉えるかというのが１つポイントになっているような感じもありましたけれども、私としては、それはそれで上手く使っていただいたらいいのではないかなということで、東京書籍と啓林館を推薦したいと思います。

今井委員　　調査委員会の報告書で評価が高いといえるのは東京書籍か大日本図書あたりかなという気がします。
　　　　　　　甲乙つけがたい部分も結構あるのですが、説明とか学習の手立てだとか、応用に向けての単元ごとのまとめや問題とか、そういうところを見ていくと、ボリュームとかを含めて東京書籍がいいかなと思います。

本山委員　　評価委員会では、東京書籍、大日本図書、啓林館の評価が高かったように思います。啓林館も、「別冊マイノート」というのがついていて、使いやすいのかなとも思いましたが、東京書籍は、計算の仕方などが丁寧に説明されていて、復習しやすいということですので、私も東京書籍を推薦します。
教　育　長　　５社ともに、今回は理科のところで大分ページも増えて、内容も広がっていますけれども、それぞれ子供たちに興味を起こさせる、それから、観察ですとか、実験をしやすいようにすることが容易にするように色んな工夫がされていて、どの出版社もいいものをつくってくれていると思います。
　　　　　　　調査委員会の報告では、私は東京書籍と大日本図書あたりが、使いやすい、教えやすいということだと思います。
　５社を読んでみまして一番興味をそそられるというか、興味が発展していきそうだというのは、私は啓林館だったんです。
　ただ、後ろについている「マイノート」の評価が出ていましたけれども、このマイノートはなくても、別に、それだけで十分かなという感じがしました。
　ただ、板橋の子供たちにどういうふうに教えていくのかということを考えたときに、先生方がきちんと子供に理科の楽しさを伝えられるような、教えるのに一番適した教科書がいいだろうと思います。
　そうすると、東京書籍、大日本図書の中でいうと、東京書籍の方が細かい説明があったり、基礎的・基本的な知識を明確に把握できるというところで、整理されて見やすい教科書になっていると感じましたので、私も東京書籍で結構です。

委　員　長　　私も、ほとんど皆様のご意見と同じで、学習内容の整理が丁寧で振り返りしやすいですとか、濃度の計算はつまずきやすいが、詳しい説明が載っている、あるいは、実験の失敗しやすい例等を上げているということで、東京書籍がいいのではないかと思います。
　　　　　　　啓林館の「マイノート」については色々ご意見がありましたけれども、先生方の中には「別冊にすると、なくしてしまう子供がいるので、その後が困る」というようなお話もありました。
　ということで、全員、東京書籍がいいということでございますので、理科に関しては東京書籍を仮採択するということでよろしいでしょうか。

（異議なし）

委　員　長　　では、理科については、東京書籍を仮採択といたします。
　　　　　　　次に、音楽一般の審議に入ります。指導室長から説明願います。
指導室長　　では、中学校の音楽一般につきましては、教育出版、教育芸術社の２社でございます。
　　　　　　　以上、２社からの採択をよろしくお願いいたします。

委　員　長　　質疑、意見等がありましたら、ご発言ください。

谷田委員　　音楽は今回一番悩んだというか、どちらがという思いが余りなく今日を迎えている感じですけれども、比較的、どちらもバランスがとれているという感じもしますし、報告書を読んでも、すごく違いがあるという感じがしなかったのです。
　　　　　　　強いて言うと、写真の使い方とか、そういったところで、多少、教育出版の方が、歌と写真の関係とかでイメージしやすい部分もあるかなという程度ですけれども、それくらいの感じで、決して、どちらの社ということは、私としては、現段階ではないのですけれども、皆さんの意見も伺いながら判断していきたいと思います。

今井委員　　音楽は、いつも悩むのです。本当に、どちらでも反対しません。賛成します。
　　　　　　　本当に困ります。あえて、どちらかと言われれば、「ここではこの勉強をする」というところの見出しというか、絵文字ではないですけれども、そういう表記ですとか、そういうので、若干、教育芸術社の方が分かりやすいのかなという気がしました。僅差です。

本山委員　　私も本当に僅差だと思います。両方とも少し物足りない。中学生はとても音楽が好きで、合唱コンクールなどですごく上手に歌っていますし、取り組みも熱心ですし、それから、音楽の授業や何かを拝見する機会があるのですけれども、私たちが育ったときの音楽のテストとは全然様変わりして、独唱するテストがあるのですけれども、みんな堂々とパフォーマンスしているのです。あれだけ、日本の中学生の音楽レベルが上がってきている中で、この音楽の教科書は両方とも、何でこんなレベルなのかと思うようなところがありました。
　　　　　　　曲目も少ないですし、たくさんある中から先生が選べるという形にはなってなくて、多分、先生がこの教科書のほかに、また何かを仕入れてこないと指導できないのかなと思いました。
　本当に、両方とも余り変わりないと思うのですが、私は教育芸術社の方。現在使われているのも教育芸術社ですし、それから、指導の仕方が分かりやすいのだそうです。それと、アルトリコーダーが来年度から必修になるそうですけれども、そのアルトリコーダーについて丁寧な書き方がしてあるということですので、教育芸術社の方を推します。

教　育　長　　私も、どちらにしようか非常に困って見ていたのですけれども、指導室長、音楽一般と器楽は、別の出版社でも構わないのですか。
指導室長　　そのあたりのことについては、現場では、揃えるとか、違った方がいいという意見は、特にありませんでした。
　　　　　　　音楽の時間自体がかなり減っているという、１年生あたりで４５時間とか、かなり時数が減ってきているという実態はありますので、多少、ボリュームがダウンしているのかなと思いますけれども。

教　育　長　　正直なところ、どちらでもいいなと思って見ていたのですけれども、でも、あえてどちらと言われれば、取り上げてある曲なども考えながら、教育出版かなと思います。

委　員　長　　非常に、両社が同じようなところで、調査会の報告を見ましても、短所がほとんど両方とも書いてないので、どちらもいいという表現と捉えておりまして、非常に選択が難しいのですけれども、先生方の意見の中に「小学校と同一社の方がいい」という意見もあります。
　　　　　　　実は、小学校の方は教育芸術社を使っているということもあって、非常に消極的な考え方ですが、現在も教育芸術社ということもあって、私は、教育芸術社の方がよいかなという意見ではありますけれども、教育出版というご意見もあるので、どうしましょう。
谷田委員　　皆さんの意見も伺ってということでしたけれども、先ほど、委員長がおっしゃっていただいた小学校からの流れとか、私自身は、そんなに変わらないというか、どちらがどちらという差が余り感じられなかったことからすると、あえて変える必要もないのかなということもあるので、それであれば、現在使っている教育芸術社でもいいのかなと思います。

教　育　長　　私も、教育芸術社でも特に問題はないと思います。さっき聞きましたけれども、音楽一般と器楽の繋がりがなくてもいいということでしたけれども、できれば同じに、統一した方法で練習されている方がいいのではないかという気がしましたので、できれば器楽を見た上で決めていただければありがたいと思います。

委　員　長　　分かりました。では、音楽と器楽は関連しますので、器楽についてのご意見も伺ってから、両方を決めていきたいと思います。
　　　　　　　器楽の方についてご意見はありますでしょうか。

本山委員　　先ほど、アルトリコーダーの方で器楽にも触れてしまったのかと思うのですけれども、器楽に関しては教育芸術社の方が、若い奏者の人の、どういうふうにしてこの音楽と取り組むことになったのかとか、色んな楽器が提示されていまして、でも、両方とも同じように、和楽器の縦書きの楽譜とかが提示されていて興味深かったのですけれども、でも、教育芸術社の方が、中学生に示すものとして若々しさを感じるという点で、教育芸術社の方をお願いします。

委　員　長　　他の方はいかがでしょうか。
今井委員　　本当に、どちらかがいいのかという気がするのですけれども、楽譜楽器を覚えようといったときに、教育芸術社の方が、いきなりアルトリコーダーということで、小学校から違うんだなと、そんなところから入っているところとか、しかも、すごく丁寧に説明されているということで、僅差で教育芸術社かな。
　　　　　　　音楽も、例えば、アジアの音楽とかヨーロッパの音楽とかが出てきたときの、最初の聞きどころ、あるいは当時の演奏の仕方みたいな、ちょっとした説明が、教育芸術社の方が文字は多いかなという感じで、その辺もいいのかなということも。僅差を積み重ねると教育芸術社かなという気がします。
谷田委員　　これもすごく違いがあるわけではないと思うのですけれども、アルトリコーダーを中心に考えれば教育芸術社の方が丁寧かなという感じだと思います。
　　　　　　　以上です。

教　育　長　　取り扱いが、何が一番違うかというと、アルトリコーダーの扱い方が２社で大きく違うだけで、あとは、そんなに大きな違いはないと思います。
　　　　　　　中学校で、新たにアルトリコーダーに取り組むということであれば、教育芸術社の方がいいのかと思います。

委　員　長　　器楽につきましては、私も、皆様がおっしゃいましたように理由で教育芸術社の方がよいと思っておりました。
　　　　　　　結局、器楽に関しては、全員、教育芸術社の方がよいというご意見でございますので、器楽を教育芸術社に仮採択しますと、音楽一般は同一社ということで教育芸術社にしてよろしいでしょうか。
（異議なし）

委　員　長　　それでは、音楽一般及び器楽合奏については、教育芸術社を仮採択といたします。
　　　　　　　次に、美術の審議に入ります。指導室長から説明願います。
指導室長　　中学校の美術につきましては、開隆堂、光村図書、日本文教出版の３社でございます。
　　　　　　　以上の３社からの採択をよろしくお願いいたします。

委　員　長　　では、質疑、意見等がありましたら、ご発言ください。

谷田委員　　美術は、日本文教出版か光村図書かなと思っているのですけれども、日本文教出版は生徒作品を上手く使ったり、デザインというか、芸術的なものがどういうふうに社会に貢献しているとかという部分もしっかり出ているとか、あとは、個人的に、２、３年の下巻の巻末資料に「金属でつくる」というのがあって、そのあたりは、商売柄、ものづくりの感覚で面白いと思っております。
　　　　　　　あとは、建築的な視点で考えると、光村図書は結構面白い建築とかデザイナーの方が比較的多く取り上げられているということで、それはそれでいいかなということと、あとは、巻頭に、「美しい」という谷川俊太郎さんの文と絵を全て持ってきて、最初に、「こういうふうにスタートするんだ」みたいなところが特徴的かなというところもありました。
　私としては、このどちらかがいいのではないかと思います。

今井委員　　美術も、差は見えても、どちらがいいのか評価がすごく難しいです。

　　　　　　　調査委員会だと日本文教出版か光村図書を使いたがっているだろうということが分かるのですが、この２社でいうと、一言で特徴を言うと、光村図書の方が、生徒作品も含めて、作品自体を鑑賞し、その感動なり感じたことを伝えようという、そういう視点。
　日本文教出版は、さらに社会との繋がりというのを、１年、２・３年の上とともに、最初の扉のところで、何ページかに分けて、それぞれの学年に応じた美術と社会みたいな話題がある中で、やっていこうということで、すごく絵を描いたりというのが社会としても大事にされているということが、よりさり気なく伝わっている中で美術の勉強をしていくのかなという感じがするという意味では、これも僅差ですが、日本文教出版がいいのかなという気がします。
本山委員　　私も、日本文教出版です。今使われているのも日本文教出版のものですけれども、生徒作品というのが載っているのです。それは、光村図書もたくさん載っているのですけれども、日本文教出版の生徒作品の方が、無理がないというか、丁寧につくられている作品が載っているように思いました。
　　　　　　　光村図書の方は、「こういうのも生徒作品として載るんだ」みたいなものから、「これは中学生がつくったのかしら」と思うような、すごく幅があって、日本文教出版の方が親しみを覚えました。
　評価委員会の方で、「光村図書の方が印刷の色がよい」となっているのですけれども、私は日本文教出版の色の方がはっきりしていて好きです。日本文教出版です。

教　育　長　どれもよくできているので、どれをとってもいいかなという感じがしないではないですけれども。

　　　　　　　先生のお話を聞いていますと、これをこのまま授業でするということではなくて、こんなに多くなくて、ここに載っている色んな作品だとか、絵画だとかというものを参考にするということが多いというふうに先生方はおっしゃっているようです。ということから見て、どれがいいかというのもなかなか判断がつかないのですけれども。
　それと、今井先生がおっしゃいましたけれども、日本文教出版のところは、「社会の中へ」とか、「自然とともに生きる」というところで、美術だけではなく、美術をどう広げていくのかというあたりのところをテーマとして、きちんと取り上げているというところが１つ特色としてあるのかなと思いまして、日本文教出版がいいかなと思います。
委　員　長　　分かりました。私も、ほとんど皆様と同じ意見ですが、日本文教出版は、デザインが社会に貢献している部分や意義を強調している点と、伝統文化への理解を深める工夫がなされている。
　　　　　　　開隆堂は、鑑賞用には非常にいいのではないかという調査委員会の報告書をそのように読ませていただきまして、結論としましては、日本文教出版がいいと思います。
　したがいまして、５人全員が日本文教出版を推しておりますので、美術に関しては日本文教出版を仮採択とすることでよろしいでしょうか。
（異議なし）

委　員　長　　では、美術については、日本文教出版を仮採択といたします。
　　　　　　　次に保健体育です。指導室長から説明願います。

指導室長　　中学校の保健体育につきましては、東京書籍、大日本図書、大修館書店、学研教育みらいの４社でございます。
　　　　　　　以上、４社からの採択をよろしくお願いいたします。

委　員　長　　質疑、意見等がありましたら、ご発言ください。

谷田委員　　大修館書店は高校の教科書をつくっているところだと思うのですけれども、今回、初めて中学校の教科書に入ってこられて、他の３社と違って、問題解決型というか、そういう構成になっているのです。それが一番大きな違いかなと思っています。
　　　　　　　他の３社は、どちらかというと教師の指導型の教科書かなということで、そう考えると大修館書店がいいのではないかと思います。
　それから、アンケートにコンドームの写真が出ているかどうかという意見が、たしかあったと思うのですけれども、全ての教科書に言葉としては全部表現されていますし、あえて写真が出ているから問題ということも私は思わないので、よろしいのではないかと思います。

今井委員　　調査委員会では、大修館書店、あるいは学研教育みらいあたりなのかなという気がします。
　　　　　　　色々、評価が出ている中で、新しく項目立てになっている体育理論をどう教えるかというのがポイントだということのようですが、そういう中で、講義形式でやるのか、調べ学習的に使っていくかということであると、大修館書店はそういう使い方として使いやすいのではないか。
　実際、例えば体育理論の１つの大きな柱は、文化としてのスポーツというところを日本でどう根づかせていくかということだと思うのです。その辺で、もちろんこれは全社で書くことになっていますから、あるのですけれども、例えば自分のライフサイクルと、その時々にどんなスポーツをやっている自分が想像できるかという、そういうところから、授業に入っていく使い方とか、そういった工夫が大修館書店かなという気がしました。
　授業展開の幅が広いということを含めて大修館書店がいいのではないかと思います。
教　育　長　　全く同意見です。大修館書店がいいと思います。他の３冊は教師の講義中心の使い方をするのだろうという感じですけれども、大修館書店は少し違っているかなという印象を受けましたので、大修館書店がいいと思います。
　　　　　　　それから、先ほどのコンドームの話は区民アンケートのところで触れているのですけれども、今の時代ですので、別に写真に出ていたからといって、それがあるために教科書がだめだという言い方はおかしいと思います。
　大修館書店を推薦します。
本山委員　　私も大修館書店です。大修館書店は、保健体育の科目を通して中学生が知りたいであろうと思う情報が網羅されているように思いました。
　　　　　　　皆さんもおっしゃっていますが、指導用の教科書というよりは、生徒一人一人がこれを読むことによって、自分の保健ということを考えていけるようになるのではないかと思いました。

委　員　長　　私も大修館書店を推薦いたします。調査委員会の報告を見まして、各社の中で大修館書店だけはマイナス面の評価が何もないというのもありますけれども、問題解決型の教科書で、大修館書店の内容が最も充実している。
　　　　　　　さらに、板橋区の場合には、副読本として既に大修館書店の本を使っているということもありまして、保健体育の教科書としては大修館書店が適切ではないかとも思います。
　皆様のご意見をお聞きいたしまして、全員が大修館書店ということでございますので、保健体育につきましては、大修館書店とすることでよろしいでしょうか。

（異議なし）

委　員　長　　では保健体育については、大修館書店を仮採択といたします。
　　　　　　　次に、技術・家庭の、技術分野について審議します。指導室長から説明願います。
指導室長　　中学校の技術・家庭。まず、技術分野につきましては、東京書籍、教育図書、開隆堂の３社でございます。
　　　　　　　以上、３社からの採択をよろしくお願いいたします。

委　員　長　　質疑、意見等がありましたら、ご発言ください。

本山委員　　技術分野も、家庭分野もそうですけれども、私は開隆堂でございます。
　　　　　　技術でパソコンを習うのですけれども、パソコンの指の置き方は、小学校のときから既にパソコンをやっていますので、子供たちはもう既に身についていると思うのですけれども、でも、改めて指の置き方が載っているのは開隆堂だけだったのです。
　何かのときに振り返ってみて、「こうやってブラインドタッチに繋がるんだ」ということが分かる生徒もいるのではないかと思いますので、私は開隆堂でございます。

今井委員　　本当に各社で工夫していて、言い方は悪いですけれども、どれも使いたいという気はするのですが、調査委員会では、開隆堂か東京書籍かなと読み取れます。
　　　　　　　すごく詳細に書き込んでくれているのですが、そういうところから読み取っていくと、先生の目から見た全体的な使い勝手とすると、開隆堂なのかな。
　それから、書かれている内容の濃淡というのはもちろんあるのですが、その中で、注目するとしたら、情報のところで、使うに当たってのモラルに関する面というのが、開隆堂の方がより詳しいといったような、細かい項目の話になってしまいますが、そういうことを勘案しますと、本当に僅差で開隆堂かなという気がいたします。

谷田委員　　東京書籍か開隆堂というところだと思うのですけれども、自分は、東京書籍もそう悪くないなと思っていて、特にスタートのガイダンスの部分が、そこら辺にしっかり力を入れられているなと思っています。
　　　　　　　以上です。
教　育　長　　私も、東京書籍、開隆堂、どちらを採択してもいいかなという気がするのですけれども、どちらかというと開隆堂です。

　　　　　　　情報モラルの扱い方が、東京書籍より開隆堂の方がしっかり扱っているとか、子供たちの興味・関心を高める切り口を色々工夫して、問題、課題の提起をして本論に入っているという組み立てをしているというところからすると、開隆堂の方が少しいいかなと思います。

委　員　長　　私は、調査委員会の報告書から読み取りますと、開隆堂の方が、各章、各節の内容が明快で分かりやすいとか、資料、表の説明や情報が細かく、量も多いという点で、開隆堂がいいかなと思うのですが、開隆堂は水産生物の記載が豊富にあるのですけれども、この点は余り板橋区に馴染まないというのはありますが、それを差し引いても、開隆堂かなという気がいたしました。

　今のところ、開隆堂と東京書籍が上がっておりますけれども、この辺のところで、谷田さん、いかがでしょうか。
谷田委員　　特に、どちらにしなくてはいけないということはないので。

委　員　長　　分かりました。多数決というわけではないですけれども、谷田委員も、東京書籍でも開隆堂でもいいというお話でございますので、技術・家庭の、技術分野については、開隆堂とすることでよろしいでしょうか。

（異議なし）

委　員　長　　それでは、技術・家庭の技術分野については、開隆堂を仮採択といたします。

　では、引き続き、技術・家庭の、家庭分野の審議に入ります。指導室長から説明願います。
指導室長　　中学校技術・家庭の、家庭分野につきましても、同じく、東京書籍、教育図書、開隆堂の３社でございます。
　　　　　　　以上、３社からの採択をよろしくお願いいたします。

委　員　長　　では、質疑、意見等がありましたら、ご発言ください。

本山委員　　家庭部門も、私は開隆堂でございます。また細かいところですけれども、開隆堂は小学校でミシンに取り組んでいるのです。中学校は復習的にミシンが出てくるのですけれども、上糸と下糸の調子を合わせるというのがミシンを使うときには絶対条件でございまして、その上糸と下糸の調節の丁寧なのが開隆堂でございました。
　　　　　　　上糸だけでは調節できなくて、ボビンのねじで調節するのですけれども、そのことが書いてあったのは開隆堂だったのです。東京書籍には、そういうことは書いていなかった。
　それから、食について、食事の支度の、つくり方から載っているのですけれども、開隆堂の方が食材を豊富に使っている。東京書籍の見本の食事は食材が少なくて、１日３０品目ということを考えますと、開隆堂の方がいいのかなと思いました。

今井委員　　調査委員会でも、開隆堂か東京書籍かなという感じですが、調理とか、縫ったりとか、開隆堂の方がわずかに分かりやすいかなという気がするということと、それから、消費生活でいうと、中学生にとっての問題だということが、より分かりやすく文章に工夫されているのが開隆堂なのかな。

　それから、例えば、悪徳商法のロールプレイとか、東京書籍の場合には、後ろにまとめて、議論がある中で出てくるといった、より身近な、我が問題として考えようという編集姿勢というのが、わずかに開隆堂の方がいいかなという気がして、開隆堂を推したいと思います。
谷田委員　　東京書籍か開隆堂ということだと思うのですけれども、東京書籍は、項目の順番を変えられていますよね。食からスタートということで。
　　　　　　　Ａ、Ｂ、Ｃにするか、１、２、３、４にするかという話もあるみたいですけれども、一般的な流れとすれば、Ａ、Ｂ、Ｃで家庭からというのが今までの流れかなというふうに考えると、開隆堂かなと思います。
教　育　長　　私も同意見です。今井先生がおっしゃったとおりだと思います。
　　　　　　　開隆堂がいいと思うのですけれども、特につけ加えるとすると、私は、栄養と食生活のところで、「やってみよう」の中で、始めに「小学校での学習を生かして、自分の朝食をつくってみよう」というところがあります。朝食はなぜ必要かということを考える中で、自分の朝食を自分でつくってみようよと、小学校でやったことでできるんだよと、そういうところをきちんと押さえているのは、これはすばらしいと思いました。
　あとは、皆さんと同じような意見で、開隆堂がいいと思います。
委　員　長　　私も、開隆堂を推薦したいと思います。

　　　　　　　１つ目は、技術と家庭科は１つの教科になっており、教科書のトーンが同じ方がやりやすいのではないかということで、同じ会社の方がいいのではないかという部分と、開隆堂は家庭生活から入っているので入りやすいのではないか。ただ、章末問題がないというマイナス点もありましたけれども、開隆堂を推薦したいと思います。
　したがいまして、皆様のご意見は全員開隆堂ということでございますので、技術・家庭の、家庭分野については、開隆堂でよろしいでしょうか。
（異議なし）

委　員　長　　では、技術・家庭の、家庭分野については、開隆堂を仮採択といたします。
　　　　　　　それでは、英語の審議に入ります。指導室長から説明願います。

指導室長　　中学校の英語につきましては、東京書籍、開隆堂、学校図書、三省堂、教育出版、光村図書の６社でございます。
　　　　　　　以上、６社からの採択をよろしくお願いいたします。

委　員　長　　それでは、質疑、意見等がありましたら、ご発言ください。

今井委員　　報告書からは、開隆堂、三省堂、東京書籍、あるいは光村図書あたりなのかなという気がするのですが、読んでみると、一番魅力的なのは光村図書です。
　　　　　　　英語は、時間数が３学年とも通年で１こま増えてきて、習得もしっかりした上で、活用、探求といった変化の中で、増えた分、薄い授業になっていってしまうという方向が１つ恐いなと懸念されるところです。
　そういう中で特徴が出てきているのが、ページ数も増えて、学習すべき色んな活動とかも増えている中で、すごく乱暴な言い方をしてしまうと、ドリルを教科書に合体させていくという方向で、開隆堂とか東京書籍が進化してきているという形。開隆堂は、その分、版を大きくして、ノートとか補助教材なしで、これで勝負しようとしたらできてしまうようなデザインになっている。
　その分、長文も問題数も、授業のやり方によってはすごく薄い授業ができてしまうかなというような懸念があって、東京書籍の場合は大きくしていないので、その分ごちゃごちゃしている。
　光村図書は、そういう中で、文章を大事にしながら、３年生の後ろの方は、思わず新出単語の意味を引きたくなるよう単語が並んでいてギョッとするのですが、ただ、よく見ていると、すごく工夫されていて、もちろん「アクティビティ」とか、「タスク」で活動の融合というのが上手く載っているし、例えば、文法事項の説明というのも、要所、要所ですごく丁寧にされていて、見た目が他社と違うのに、学習上の配慮が結構されているということに気づきます。
　魅力的なのはそうですが、色々考えると、もう１つ、すごく考えなければいけないのは、どういう授業になるかということと、例えば、板橋区教育委員会として、新しい学習指導要領と、さらなる授業改善の目玉として英語を位置づけて、例えば、指導に回ってくださる方の配置とか、そういうことを総合的に考えて、小学校の国語のように仕掛けるとしたら、光村図書の英語というのはすごく可能性がある。
　要するに、教科センターが物理的にあるなしにかかわらず、色んな形の授業を進化させていくきっかけづくりとしての意義は大きい。だとしたら光村図書がいいかなと思います。
　ただ、もう１つ考えなくてはいけないのは、中学校の先生は、それぞれ教科ですからいいのですけれども、新採の先生が増えてきて、「教育学部」とついているところ出身の先生と、英語で言えば、文学、言語学、文科系の学部・学科の卒業の先生方がいるわけです。採用が増えてきたときに伸びるのは、当然、教育学部ではない方ですよね。定員は変わらないですから。

　そういう中で、カリキュラムが全然違うのです。「教育学部」とついているところの授業の４分の３ぐらいは、どう教えるかの授業をずっとやっているわけで、４分の１が何を教えるかという。そうではない学部は、それが全く逆転していますから。
　今の、グッと増えた状況を考えて、しかも、第１回目の異動が行われるという状況を考えると、先生方が、教え方についての情報が得やすい、つまり、都内で多く使われている教科書を今回は選んだ方がいいのかなという気がします。
　それから、生徒の方も、いざ本当に勉強しようと思ったときに、色々情報がある。つまり、皆さんがパソコンを選ぶときと同じで、教科書はこれで完結しているわけではなくて、これをどう学ぶかとか、要するにノウハウの情報とか、それから、学ぶための様々な教材類だとか、環境とか資源がどれだけ豊かかというのは、物自体以上にすごく重要だという種類のこともありますけれども、教科書はそれに近いかなと思っています。
　今の状況を色々考えると、様子見で三省堂を継続の線がいいのかなと思います。
　本気で仕掛けるとしたら光村図書。そうでなければ三省堂みたいな、そんなふうに読みました。

本山委員　　今井先生のご意見、今回はすごく分かります。私も、光村図書と三省堂と、すごく迷いました。
　　　　　　　結論は、三省堂かなと思うのですけれども、文法の配列がスムーズであるということと、それから、扱われている教材が一番魅力的なのです。
　今回、内容が薄まったという意見も聞いたのですけれども、平和とか環境とか伝統文化に広く行き渡っていて、この６社の中で読んでいて一番面白いのは三省堂でした。
　ワンパターンになって、飽きがこない指導上の工夫が必要だということではありますけれども、今回も今使われているそのままで、三省堂でいいと思います。
　板橋区は授業改善に取り組んでいて、授業改善を仕掛けるなら光村図書がいいのではないかという今井先生のご意見もありましたし、他の先生からも同じご意見を聞きました。
　ですけれども、一生懸命、授業改善に取り組んでいらっしゃる学校の先生が「三省堂」と言われていましたので、三省堂でいいかなと思った次第です。三省堂です。

教　育　長　　私も、ずっと読んでいまして、一番使いたいと思ったのは光村図書でした。
　　　　　　　日本の中学生が英語を授業で一生懸命やっても、なかなか世界に通用する英語を身につけることができないと言っている理由は、あるだろうと思うのですけれども、そういうところから考えると、光村図書の教科書というのは、ある意味では英語漬けにする教科書だと思うのです。
　ただ、初めから、ある意味の英語漬けに、子供たちは何とかついていくにしても、教員が耐えられるかということです。それが本当に一番心配で、調査委員会の先生に聞いても、「リスクは５割です。５０％です」という、今の実態なのかなというところを見ると、急に光村図書を取るというのは、授業改善を進めていますけれども、今の板橋の進行状況からいって、難しいかなというのがあります。
　ですから、次回のときには、こういう英語漬けで、英語で英語を学んでいくという、それに近い教科書を是非採択していきたいと思います。
　そのために、授業改善を進める過渡的な期間として捉えたときに、三省堂にするか開隆堂にするか、どちらかかなと思いました。審査会の報告などをみますと、先生方は「一番教えやすいのは開隆堂だ」という言い方をしています。
　ただ、私としては、いずれ光村図書のような本を取るための準備をするのであれば、急に変えないで、三省堂でいってもいいかと思っています。
　本山委員がおっしゃったように、三省堂はすごくいい教材を入れているのです。そういういい教材が、変わらずにずっと入っている。それを、こういう時期に変えていく必要もないのかなと思いますので、今までどおり三省堂の本を使って、将来、光村図書の教科書を使えるような授業改善の努力を先生方にお願いしていきたいと考えています。

谷田委員　　光村図書のファンがすごく多いみたいであれですけれども、私は、教えやすさとか学びやすさから、光村図書は余り考えていなくて、開隆堂か三省堂かなと思っていました。
　　　　　　　開隆堂は、いつも教科書がチャレンジングで、新しいこととかを色々やっている中で、今回も、少し大きくして、問題集とか色々と考えて工夫されていて、確かに、先生が準備する資料とか、そういったものが少なくて済むという意見もありましたし、子供自身が、この教科書を上手く使って学びやすいという部分もあって、開隆堂も悪くないのではないかと思っています。
　ただ、今日の皆さんの話を聞いていると、もう少し、英語というものの授業スタイルを板橋として変えていこうということも考えていくということであると、三省堂でもいいのかなという感じです。
　どちらがどちらということでもないですけれども、自分としたら三省堂か開隆堂がいいのではないかと思います。

委　員　長　　ありがとうございます。
　　　　　　　私も、ずっと英語の教科書で悩んでおりまして、調査委員会の報告書だけでは、どこがいいか、なかなか上手く読み取れない部分もあったりして、ただ、光村図書、三省堂、開隆堂あたりに絞られることは絞られると思うのですけれども。その中で、調査委員会が一番推しているのはどれかというのが、実はよく分からないのです。
　仕方がないので、各社のホームページ等も拝見させていただいたのですが、一口にまとめて言うと、光村図書は、どちらかというと会話を中心に教えたいという部分で、他のところは文法を教えたいというふうに大きく分けることができるのではないかと思います。
　これからの英語は、受験のための文法ではなくて、使える会話が必要だということで、光村図書を採用したいという部分は非常に強いのですけれども、ただ、それがついていけるかというと、果たして先生方がそれを教えられるかどうかということに、かなり疑問の部分もあるし、急激に英語の内容が変わるというのも非常に上手く進まないことも多いかと思いますので、そこのところを考えますと、光村図書を使いたいけれども、実際に使うとすると開隆堂か三省堂ということにならざるを得ないかなというのが意見でございます。
　今、皆様方のご意見を伺っておりまして、三省堂という意見が非常に多いものですから、英語に関しては三省堂を仮採択とするということでいかがでしょうか。

（異議なし）

委　員　長　　それでは、英語につきましては、三省堂を仮採択といたします。
　　　　　　　以上で、全教科について審議終了いたしました。全ての種目について、次のように仮採択いたしました。
　国語、光村図書。書写、光村図書。地理、帝国書院。歴史、帝国書院。公民、清水書院。地図、帝国書院。数学、東京書籍。理科、東京書籍。音楽、教育芸術社。器楽、教育芸術社。美術、日本文教出版。保健体育、大修館書店。技術、開隆堂。家庭、開隆堂。英語、三省堂。
　以上を本採択とすることに、ご異議ございませんか。

（異議なし）

委　員　長　　では、そのように決定いたします。
　　　　　　　では、次に、平成２４年度区立小学校用使用教科書について、指導室長から説明願います。
指導室長　　では、お手元にございます資料の２枚目、「平成２４年度使用教科書（小学校用）採択一覧（案）」をご覧ください。
　　　　　　　国語から保健まで書かせていただいておりますが、今回採択する小学校の教科書は、昨年度採択が行われ、現在使用している教科書を、引き続き来年度も採択することになりますので、よろしくお願いいたします。
委　員　長　　質疑、意見等がありましたら、ご発言ください。
　　　　　　　特に、小学校教科書については、学校を含めて、区民アンケートその他等からの意見は何も出ていないということで、よろしいでしょうか。
指導室長　　何も出てございません。

委　員　長　　では、特に、ご意見、ご質問がなければ、お諮りいたします。
　　　　　　　平成２４年度区立小学校用使用教科書については、昨年度採択が行われ、現在使用している教科書を、引き続き、来年度も使用いたします。
　平成２４年度使用教科書小学校用の採択一覧ですが、国語は教育出版。書写、教育出版。社会、東京書籍。地図、帝国書院。算数、東京書籍。理科、東京書籍。生活、東京書籍。音楽、教育芸術社。図画工作、開隆堂。家庭、開隆堂。保健、学研教育みらい。
　以上、決定することにご異議ございませんか。

（異議なし）

委　員　長　　では、そのように決定いたします。
　　　　　　　続いて、特別支援学級使用教科書一般図書についてです。指導室長から説明願います。
指導室長　　特別支援学級において使用する教科書について、ご説明いたします。
　　　　　　　学校教育法附則第９条の規定によりまして、特別支援学級において使用する教科書は、教科用図書以外の図書を教科書として使用することができるという条文に基づくものでございます。
　お手元の資料、「平成２４年度使用教科書（９条本）採択一覧（案）」が、５ページにわたってございます。児童・生徒の発達状況により、各学校であらかじめ選定し、報告いただいた平成２４年度に使用する一般図書を一覧にしたものでございます。
　小さく、右上欄外に「１／５」と数字が振ってあります。１ページから３ページまでが小学校用で１８１種類、４ページと５ページが中学校用で６５種類でございます。
　この「９条本」と呼ばれる特別支援学級で使われる教科書については、毎年、採択しております。この特別支援学級の一般図書の選定に当たっては、次の３点を参考にしております。
　１つは、東京都が平成２０年６月に作成いたしました「特別支援教育教科書調査研究資料」。もう１つは、比較的、採択数の多い一般図書を文部科学省が平成２３年４月に収録した「一般図書一覧」でございます。そして、昨年、板橋区が独自に調査研究して作成しました「教科書調査研究資料（学校教育法附則第９条による一般図書）」でございます。
　昨年に引き続き、区の調査委員会では、この３点のほか、その他の市販されている図書についても調査研究を行いました。
　お手元の「平成２４年度用特別支援教育教科調査研究資料」をご覧ください。
　区の調査委員会委員が調査研究を行い、独自に一般図書として適切であるとしたもの７９冊を収録してございます。今後は、これらを含めて一般図書の選出をしてまいります。
　以上でございます。

委　員　長　　質疑、意見等がありましたら、ご発言ください。
　　　　　　　特にご意見がなければ、お諮りいたします。
　特別支援学級使用教科書一般図書平成２４年度使用教科書（９条本）について、原案のとおり採択することにご異議ございませんか。
（異議なし）

委　員　長　　では、そのように決定いたします。
　　　　　　　日程第一議案第２４号　平成２４年度区立小・中学校使用教科書の採択について、以上のとおり決定いたしました。
　ここで、５分間の休憩に入ります。教科書に関する案件は、本日は終了いたしました。傍聴の方で退席なさる方は、どうぞご退席ください。
　では、休憩に入ります。

（休憩）

○議事

日程第二　議案第３８号　教育財産の用途廃止について

（新しい学校づくり担当課）
委　員　長　　それでは、再開いたします。
　　　　　　　日程第二　議案第３７号「教育財産の用途廃止について」、新しい学校づくり担当課長から説明してください。

新しい学校づくり担当課長　　それでは、議案第３７号「教育財産の用途廃止について」、ご説明いたします。
　　　　　　　対象の教育財産につきましては、旧若葉小学校の土地の一部になります。
　所在及び数量につきましては、書類に記載のとおりでございます。
　現在、用途といたしましては、学校用地として財産を管理しておりますけれども、それを普通財産に切りかえるものでございます。
　用途廃止の理由でございますが、添付資料に案内図と地形図というのがございます。こちらをご覧いただければと思います。
　案内図にあります校舎の端っこにかかる部分に、かぎ状の線が引いてありますけれども、こちらは水路、つまり下水管になっております。ですので、こちらを、教育財産としての用途を廃止いたしまして、水路といたしまして総務部長に引き継ぎまして、今後は土木部管理課が管理してまいります。
　なお、旧若葉小学校の跡地利用に関しましては、現在も、なお、政策経営部で検討を進めておりまして、地元への説明、相談を行っているところでございます。
　説明については、以上です。

委　員　長　　質疑、意見等がありましたら、ご発言ください。
　　　　　　　これは、ここの水路の地下ですよね。
新しい学校づくり担当課長　　土地自体は、まだあれですけれども、地下の部分の物品である下水管を普通財産とするということです。
委　員　長　　何でそうするのですか。というのは、今回改めてやるのは。

新しい学校づくり担当課長　　１つは、土地利用の観点というのもございまして、今回、区長部局総務部の管財の担当から、こういった整理の中でお話をいただいたというのが経緯でございます。

委　員　長　　若葉小学校は学校として使っていないわけですけれども、例えば、運動場の一部としてここを使うときに、水路の上の部分は、こちらの許可を得ないと使えないとか、そういう事態には絶対ならないですよね。

新しい学校づくり担当課長　　そうです。利用の形態とか、そういったものに関しての影響はありません。

委　員　長　　例えば、成増小学校も運動場の下は水が流れているじゃないですか。そういうところも、こういう形にしていくのですか。
新しい学校づくり担当課長　　その他の学校につきましては、このような手続は、今現在、考えていないという話を受けております。ですので、今後の跡地利用の観点の中で、財産というか、そういった区分を整理しているという状況だと思います。
委　員　長　　ふうん。「ふうん」と言いながら、実は全然よく分からないのですけれども、とにかく、はい。

本山委員　　旧若葉小学校の、この９１㎡はどの部分ですか。この案内図の方に。

新しい学校づくり担当課長　　案内図の黒い線。

本山委員　　黒い線が一致する。こういうふうになるわけですね。
　　　　　　　そうすると、ほとんどの建物と校庭のある部分は別に移管されるわけではなくて、この斜線も、こちらの案内図に入れておいていただくと分かりやすかったかなと思うのですけれども。この水路の部分は、グレーになっている部分のみですか。

新しい学校づくり担当課長　　はい。

本山委員　　こういう、かぎ型の。

新しい学校づくり担当課長　　かぎ型の形の。

本山委員　　そうですか。分かりました。

新しい学校づくり担当課長　　地下の部分です。

本山委員　　ほんの一部ですね。水路なのに途中で途切れていますけれども、どこかに繋がっていかないのでしょうか。

新しい学校づくり担当課長　　下水道と聞いていますので、恐らく、学校の施設という形だと思うのですけれども、本来このような形で、校庭内にこれほど引いている例は、余り見かけないというか、ほとんどないという説明を受けているのですけれども。
教　育　長　　今も、水路として使われているのですか。

新しい学校づくり担当課長　　使っています。

本山委員　　それで、右側の１８２３―２という水路は、もう既に、前から土木部に管理が移っているのですか。
新しい学校づくり担当課長　　ここは、既に教育財産ではないと聞いています。

本山委員　　そうですか。

新しい学校づくり担当課長　　もう１つ、「水」と書いてある１８２３－２のところですね。
本山委員　　はい。では、こちらに水路で繋がっているけれども、この１８２２－３という部分だけ移管されずに残っていたので、このたび、移管するというふうに。
　　　　　　　分かりました。理解しました。

委　員　長　　どうも理解できないのですけれども。勝手に理解すれば、ここの水路の改修とか、そういう予算が、教育予算ではなくて一般の予算でやるために移管してしまうというような意味合いですか。

新しい学校づくり担当課長　　今後、手続は、跡利用の関係で、仮に普通財産に変わるような場合に、土木に移管しておいた方が手続がスムーズであろうということです。

委　員　長　　他に、よろしいでしょうか。

今井委員　　余談ですけれども。地目「田」とは。

本山委員　　田んぼになっていたんですね。

今井委員　　それだけです。

委　員　長　　他の学校でも、こういう例は、既にあるのでしょうか。
新しい学校づくり担当課長　　最終的な管財の部門に確認したのですけれども、他の学校でこのような手続をとることはないと伺っています。

教　育　長　　水路を使っているものを、あえてやらないのだと思うのです。学校として使っていると。ここは、今後、跡利用をしないといけないところなので、その辺の整理をしておこうということではないかと思います。

本山委員　　何度もごめんなさい。１８２２－４というのは、この三角の部分ではないのですか。
新しい学校づくり担当課長　　位置的には、その三角の土地です。

本山委員　　そうしますと、グレーで濃く書いてあるところではなくて、三角の部分も移管になるわけですよね。

教　育　長　　水路部分だけです。

新しい学校づくり担当課長　　この線だけです。

本山委員　　そうですか。

新しい学校づくり担当課長　　ええ。

本山委員　　ここの地形図に書いてある地番というのは説明だけで、移るというわけではない。

新しい学校づくり担当課長　　そうです。

本山委員　　２２－３だけ。分かりました。

委　員　長　　では、何となく理解しかけてきましたので、お諮りします。日程第二　議案第３７号「教育財産の用途廃止について」、原案のとおり決定することにご異議ございませんか。

（異議なし）

委　員　長　　では、そのように決定いたします。

○報告事項

１．平成２３年度教育委員会が行う点検・評価に伴う外部評価の決定と２次評価の審議について
（資料庶－１）（庶務課）
委　員　長　　それでは、報告事項を聴取いたします。報告１「平成２３年度教育委員会が行う点検・評価に伴う外部評価の決定と２次評価の審議について」、庶務課長から説明してください。
庶務課長　　庶―１の資料をご覧ください。
　　　　　　　本年度の教育委員会が行う点検・評価ですけれども、これは４月の教育委員会のときに、昨年度同様、「学び支援プラン」の重点施策の施策評価を行うということで、方針はご了解いただいているところでございます。
　その後、５月から６月にかけて所管課による１次評価、それから７月６日に外部評価委員によるヒアリングを行いまして、今回、１次評価と外部評価がまとまりましたので、それのご報告と、これから教育委員の皆さんに２次評価をしていただくということになりますので、そのお願いということで、今日、報告をさせていただきます。
　評価表でございますけれども、次のページから始まる「教育委員会の点検・評価表」というのが別紙１でついてございます。これはボリュームが多いのですけれども、今日の説明では、こちらは余り使わずに、後ほどご覧いただきたいと思います。
　見方だけ、簡単に説明をさせていただきたいと思います。
　別紙１の次のページを見ていただくと、学び支援プランに掲げる重点施策の一覧表が出ているところでございます。
　例えば、重点１ですと、「豊かな心とすこやかな体の育成」ということの中に、「環境学習の充実」ですとか「体験活動の充実」ですとか、そういった事業が並んでいるわけですけれども、そういったところの評価を合わせて、施策の評価ということを積み上げていくことになります。
　教育委員さんの資料には付せんが横に出ていますので、その２、３ページ後の重点１と書いてあるところをご覧ください。
　評価に当たっては、重点施策は８つあるのですけれども、重点１の施策だけは、特別支援教育の部分と、それ以外の「豊かな心とすこやかな体の育成」というところで２つに分けますので、評価の施策の対象としては９つ出てくるという、点検・評価のこれまでのやり方を踏襲していきます。
　それについて、これまでの取り組み、今後の方向性、課題というのが書いてある欄がありまして、次のページのところに、それに繋がる色々な事業が、平成２２年度にどのように行われたかということが記述してあります。
　その次のページのところに、１次評価、外部評価、２次評価という形で、それぞれ記述する形とになります。
　それと、それぞれの個別の事業については、ほとんどの場合が、この別紙「「いたばし学び支援プラン」進行管理対象事業執行計画書兼実施報告書のとおり」という記載になっておりまして、この報告書の段階では、ページの次のところに「事業執行計画書兼実施報告書」というのが、それぞれ事業ごとについておりますので、それを見ていただくと平成２２年度の各事業の実施の詳細が見ていただけるといった内容になります。
　このような形で、合計９の施策が別紙１の点検・評価表におさめられておりますので、なかなか資料が多いですけれども、そういう形で見ていただければ詳細をつかんでいただけると考えております。
　これでは見にくいので、資料４というのをつくりましたので、そちらで、それぞれの施策については説明させていただきたいと思います。
　それから、次に、別紙２のところをご覧ください。これが、外部評価委員に外部評価をお願いした結果でございます。
　これも、重点１から重点８の各重点施策について評価をいただいたところで、これは、このように現時点でまとめさせていただいたところでございます。
　これも、何回か前の教育委員会でご報告させていただいていますけれども、外部評価の委員をお願いしたのは、花岡先生、松澤先生、中Ｐ連の猪田会長、この３名に最終的にはお願いした結果でございます。
　それと、今回、教育委員に、平成２２年度の最終的な２次評価をお願いするということになりますけれども、別紙３を使って、それぞれの施策について評価をいただければと思っております。
　これも前年度同様、「達成」「順調」「前倒し」「事業移行」「一部遅延」といった評価標語とともに、それぞれの事業についてお考えを書いていただければと思っておりますので、この部分については、どうぞよろしくお願いしたいと思っております。
　後ほど申し上げますけれども、大変お忙しい中ですけれども、８月１８日までにメールで送っていただければ大変助かるということでございますので、どうぞよろしくお願いいたします。
　具体的な詳細については、別紙４を使って説明させていただきたいと思います。　この点検・評価も３年目を迎えておりまして、施策評価の施策の対象、今でいうと、学び支援プランの第１期計画ということで、一昨年の点検・評価と同じというような形になりますので、一昨年はどうだったのか、今年はどうなったのかということで、そういった比較をしていただくことが可能になるように、２年間の部分について対比ができるような形でまとめてみました。これをご覧いただいた方がイメージが湧くのではないかと思っております。
　その別紙４を１ページめくっていただくと、まず１番最初のページが、重点１－１「豊かな心とすこやかな体の育成」。これは特別支援教育を除いた部分でございますけれども、まとめてあるものでございます。
　この施策については、この表にありますが、１番「緑のカーテンの推進」から、次のページの施策事業１１番「体力づくりの推進」のＰＴＡ等による部活動運営協議会の設置まで、１１の事業で構成されているものでございまして、それの実施状況というのが一覧表で分かるということになっています。
　右側の「平成２２年度の活動実績」というのが昨年度の実施状況、それから、左側に「平成２１年度の活動実績」というのを並べてありまして、昨年度、評価していただいたときの事業の状況というのが書いてあります。
　これで、右側を見ていただくと、例えば「緑のカーテンの推進」のところですけれども、新規で２４校が新たに始まりました。累計では５７校、内訳は、小学校４１校、中学校１６校で実施しましたということで、全体の学校から比べれば、まだ７５％という数字になりますけれども、計画的に見れば、平成２７年度までに全校実施ということを見ますと、順調に進んでいるといった評価をしているところでございます。
　順調には進んでいますけれども、５番、６番の「体験活動の充実」の部分については、「遅延」とか「一部遅延」という状況になっているというところです。
　文化交流の「友好都市等との文化交流の促進」については、金沢小学校では１校行いましたけれども、なかなか十分な予算がつかずに、その他の学校では行われてこなかった。
　それから、「文化体験の充実」では、これも緊急財政対策の中で、伝統芸能鑑賞教室ですとか和楽器の鑑賞教室が休止している状況にあるということで、「一部遅延」という形の評価になっています。
　それから、１ページめくっていただいて、次の事業Ｎｏ．９番、１０番、１１番。これは、事業の状況では「事業移行」ということになっていますけれども、「体力づくりの推進」の中に、各学校でのすぐれた実践例への報奨制度ですとか、それから、「体力増強のための指導の充実」、こういったものについては、昨年度、検討した上で、体力向上推進委員会というのを立ち上げて、その中の事業としてやっていきましょうということで、新しい学び支援プランではそういった取り組みの組み合わせの中で事業を展開していますけれども、この表記の中では、新しい事業に移行したということで評価させていただいているところでございます。
　こういったものを受けて、次に１次評価というのがありますけれども、主管課の評価は「順調」ということになっております。「おおむね、どの事業も計画どおり、または事業移行して進捗している。環境学習については、幼児から中学３年生までのカリキュラムを策定し、各学校で総合的な学習の時間を中心に実践されている。
　キャリア教育については、全中学校において職場体験が進められた。２３年度は小中学校のキャリア教育担当教員を設置し、小中学校を通したキャリア教育の充実を図っていく。
　体力づくりの推進については、検討委員会を設置し、小学校教育会や中学校教育研究会と連携して、指導力の向上に努めた。２３年度は体力向上推進委員会とし、行動体力とともに防衛体力にも焦点を当てて、子どもの体力の向上を図る」といった評価でございます。
　加えまして、外部評価ですけれども、こちらは「継続」と評価標語をいただいております。「循環学習の充実・緑のカーテンの推進、体験活動の充実・ボランティア福祉体験の充実事業については、実施や取組校数を指標とするのではなく、どの程度成果が上がったかを示す指標を検討するがあります。
　体力づくりの推進への取組は、体力の低下が見られる中で、是非、体育の授業以外でも体を動かす取組を行っていただき、体力づくりの増進に取り組んでほしい。
　また、キャリア教育の充実、職場見学・職場体験の充実は、学校では学べない貴重な社会勉強の場と機会になっている。受け入れ事業所の確保に努めて、事業を拡充し継続することを望みます」といった評価をいただいているところでございます。
　その下の２次評価のところに、まとめていきたいと思っておりますので、それに対しての評価を、是非いただきたいと思っているところでございます。
　同様に、次に続いていくわけですけれども、１ページめくっていただいて、下のページ、５ページのところに重点１－２「豊かな心とすこやかな体の育成」ということで、これは「個に応じた特別支援教育の充実」ということで、これに繋がる重点事業としては２つ、「個別の教育支援計画」策定の推進というのと、巡回指導講師の充実が並んでいます。
　これは、どちらも順調に進んでいるということですので、主管課による１次評価も「順調」ということでございます。「各小・中学校の希望に応じて、人材を配置し、支援を必要とする児童・生徒一人一人の状態の把握と支援プランの内容について、担任と協力して、計画策定に繋げていけるよう助言や援助を行ってきた。
　しかし、計画策定には、保護者の協力や理解が必要であり、なかなか先に進まないのも事実である。
　今後も、学校への派遣を継続していくとともに、個々の計画策定への充実に向けて支援していく」ということです。
　それから、外部評価についても、これは「継続」という評価標語をいただいておりまして、「個に応じた特別支援教育の充実については、巡回指導講師の派遣等の人的支援を拡充し、支援体制拡充への取組が継続され評価されます。
　しかし、支援を必要とする児童・生徒の増加や、現場ニーズの多様化、また、人的支援に必要な人材の不足などの課題も多い状況にあります。
　特別支援教育に対する支援は欠くことのできないものであり、今後も人材の確保を図りながら、児童・生徒一人一人の状況の把握に努め、状況に応じた支援を継続してください」といった評価を得ているところでございます。
　以下、同じように続いていくわけですけれども、説明していくと、また時間がかかってしまいますので、幾つか抜粋してご説明させていただきたいと思っております。
　次の、重点２の「確かな学力の育成」ということでは、個別の授業については、「科学教育の充実」といったところが、当初、教育科学館、移動教室の充実ですとか、大学等との協働による中学校理科実験教室の実施といったものを掲げていましたけれども、これはコア・サイエンスティーチャーの制度を活用するとか、それから、体験的学習に必要な教材・教具の整備を進める事業ということで、実験器具等の購入をするということで事業を移行していますので、ここの部分については「事業移行」ということになっています。
　そういったものを配慮すると、１次評価では主管課の評価は「順調」ということです。それから、外部評価についても「拡充」ということになっています。
　「拡充」の中では、「「あいキッズ」との連携により自学自習できる環境を提供するなどの取組の充実を図ってもらいたい」といったような意見を記入していただいているところでございます。
　それから、科学教育の充実事業については、「環境整備的事業となるために、事業の見直しと検討を望みます」といったような意見もいただいているところでございます。
　それから、続きまして、下のページ、９ページのところに、重点３「読書活動の充実」という施策表がございます。ここについても、次の９ページにありますように、８つの事業が繋がっているところでございますけれども、３番目の「学校図書館ボランティアの拡充」ということについては６校を予定していましたけれども、平成２２年度については１校増加しただけで、増加の量が足りなかったということで「遅延」ということになっております。
　それから「「家庭読書の日」の制定」ですとか、「子ども読書活動推進計画の策定」については、もう既に平成２１年度の段階で完了していますので、特に平成２２年度については記載がないといったことになっております。
　次のページに１次評価、外部評価がありますけれども、１次評価については、評価標語は「順調」ということで評価されております。それから、外部評価については、「継続」ということで評価をされています。
　それから、次の重点４、「教員の指導力の向上」というところでございます。ここの部分については、おおむね進んでいると思っておりますけれども、教育支援センターの取り扱いについて、年度の後半に、南館の建て替えに伴って教育支援センターを整備しようということが決まりましたので、教育支援センターは、そういった意味では進んだんですけれども、平成２２年度中に色々、個別具体的に、教育支援センターのあり方についてはもっと検討を進めようということが当初の計画でしたので、そういった意味からすると、検討の時間が不足していて、十分な検討ができなかったという意味がありまして、この主管課の１次評価については「一部遅延等」ということで、当初の計画のようには進まなかったという見解を出しています。
　それから、外部評価については「拡充」といった評価をいただいておりまして、「教育支援センターの設置に向けては既存・既設のセンター機能を単に模倣することなく、「真に教員の資質向上と授業力アップに寄与することができる」といった視点に立って、センターで提供するソフトやメニューの開発に取り組むことが望まれている」ということ。
　それから、「センターの設置前から、良きコーディネーターの育成に努めるほか、教育現場を支える教員に対してアンケートを行うなど、センターに望まれる機能やメニューを把握し、教員にとって魅力ある施設であり続ける方策と方針を十分に研究検証してください。」といった意見が寄せられているところでございます。
　続きまして、重点５「家庭における生活習慣の形成支援」というところでございます。これは、重点事業がその下に４つつらなっているものでございますけれども、「生活習慣チェックシートの作成・配付」については、既に達成をした、実施をしたということでございます。それ以外の「家庭教育講座」等の講座についても、計画どおり順調に進んでいるといった判断を下しているところでございます。
　それですので、主管課の１次評価は、順調に進んでいるという判断でございます。
　外部評価については、「改善」ということで評価標語をいただいておりまして、「改善」の求める内容としましては、「生活習慣チェックシートの作成は、すばらしい発想に基づいた事業である」ということでありますけれども、「その事業をさらに効果的な事業とするために、チェックシートの内容の再検討と、配付年齢の拡大を望みます」ということでございます。
　それから、「おじいさん・おばあさんの知恵をチェックシートに取り入れることや、小学校入学前のできるだけ早い時期から複数回配付するなど、事業の拡大と検討を希望します」。
　それから、「家庭教育学級等については、座学によるものではなく、ＰＴＡや地域の団体と連携した参加体験型講座へのリニューアルを希望します」といった意見が述べられているところでございます。
　続きまして、重点６でございますけれども、「地域人材による学校・家庭支援の促進」ということです。
　これも、それにつらなる事業が３つありまして、「放課後子ども教室」「あいキッズ」「学校支援地域本部」ということでございまして、この部分についても、おおむね計画どおり進んでおりますので、評価標語については「順調」でございます。外部評価についても、「継続」といったことが評価標語としていただいているところでございます。
　次に、重点７でございます。「安全・安心で魅力的な学校環境の整備」ということでございますけれども、これは耐震補強工事、それから小中学校の適正規模・適正配置の推進、学校整備計画の策定といった事業で構成されているものでございます。
　この評価標語を訂正していただきたいのですけれども、「継続」とありますけれども、これは「順調」の間違いでございます。これは訂正させていただきたいと思っております。
　１次評価については計画どおり進んでおりますので、順調に進んでいるといった評価をしております。外部評価については「改善」といった評価をちょうだいしているところでございます。
　改善を求めるというところについては、「施設整備面では十分な成果を上げていると思いますが、ソフト面での対応が不十分」ということが指摘されています。「安全・安心な居場所の提供という視点では早急に防災危機課と連携して、学校防災計画を策定する必要がある。災害発生時の人的な対応や役割分担を明確にして、児童、生徒の安全を確保する仕組みを急いでください」といったような指摘をされているところでございます。
　それから、最後でございますけれども、重点８「教育委員会の改革」ということでございますけれども、これも４つの事業が含まれておりまして、『「いたばし学び支援プラン」の策定と浸透』から始まりまして、「教育委員会新規配属職員の学校現場研修」といったものでございます。
　これも、おおむね計画どおり順調に進んでおりますので、主管課の評価としては「順調」としているところでございますけれども、外部評価としては「改善」ということが望まれていまして、「開かれた教育委員会の取組は評価できますけれども、教育委員会が保護者や児童・生徒と直接会話する機会や場の拡充が必要だ」という意見をいただいております。
　それから、「教員の研修とともに、事務局職員の研修ではコミュニケーション能力の向上やノウハウの獲得を目指す研修を実施してほしい」「区民の求めるものを適切に把握し、今までの事業にとらわれず、発想の転換を図りながら、今後も改革に取り組んでいくことを希望します」といったような指摘をいただいているところでございます。
　以上のような形で、現時点までの点検・評価の取り組みをまとめさせていただき、なおかつ、一昨年度の事業との比較も、資料としてつくらせていただいたところでございます。
　先ほど説明させていただきましたけれども、これをご覧いただいた上で、平成２２年度の学び支援プランの重点施策に関してどうであったかということで、この報告書、教育委員の意見を記述していきたいと考えております。先ほどの別紙３に基づいて皆さんのご意見をいただければと思っておりますので、どうぞよろしくお願いいたします。
　もう一度確認しますけれども、８月１８日木曜日までに、できましたらメールでお寄せいただければと思っています。

本山委員　　先ほど、重点６のところで訂正でしたか。ページと訂正箇所をもう一回教えてください。

次　　　長　　１８ページ、重点７の一番上。

庶務課長　　一番上に表がありますけれども、平成２２年度の活動実績、上の方に数字が「９４．７０％」とあって、その下に「継続」となっていますけれども、この評価標語に「継続」というのはありませんので、「順調」。その下も、２つ「順調」、「順調」です。

本山委員　　それから、外部評価の標語と定義が書いてあるページは、何ページでしょうか。

庶務課長　　皆さんに書いていただく別紙３というのがございます。その別紙３に、２段目の表のところに、小さな四角で、「外部評価の評価というのは「拡充」「改善」「継続」「縮小」でお願いします」というお願いをしていて、ここに定義が書いてございます。
本山委員　　ありがとうございます。

今井委員　　表現ですが、別紙４の１ページ目で、伝統芸能、和楽器、震災対応で休止という。その対応理由がどこにも出てこないと、何か、来年になると格好悪いかなと。要するに、震災対応で休止になった。

庶務課長　　震災ではなくて予算の、経済対策の方で休止とさせていただいてございます。平成２２年度の事業ですので、平成２１年末にそういう。

今井委員　　１２、１３で、Ｎｏ．１から７まで、ご説明はあったのですけれども、１は「前倒し」ですが、「順調」がずっと並んできて、１次評価「一部遅延」となって、その差が見えないみたいな、そのあたり。

庶務課長　　これはコミュニケーション不足でございますので、教育支援センターの整備のところについては調整しなければいけないと思っております。
　　　　　　　全体として見ると、教育支援センターの設置が決まりましたので、一定の前進は図れたと思っておりますけれども、設置が決まらない中で、色々検討してきたもの、それから当初に立てた計画では、平成２２年度の作業の中では、場所を決めてより詳細な検討をしていこうという内容だった、それに比べると、そのとおりいかなかったというのが主管課の１次評価と繋がっていると考えております。
　それは、確かに個別の事業のところではそういう評価がなくて、いきなり全体の評価が「一部遅延」になっておりますので、これはもう一度考えさせていただくことになると思います。

今井委員　　下を「順調」にしたら済むのではないですか。
庶務課長　　それも１案かと思います。
　　　　　　　最後に、説明が増えてしまいましたけれども、今後のスケジュールですけれども、早めの提出をお願いしている理由は、９月に２次評価の決定をいただく。これが９月９日の教育委員会でお願いしたいとおもっています。

　その後、庁議報告とかがあって、１０月上旬の区議会に報告をして、その後、公表していきたいというこういったスケジュールを組みたいと思っておりますので、スケジュール的にはタイトでございますけれども、ご協力をいただければと思っています。
　説明は以上でございます。

委　員　長　　途中でもありましたが、質疑、意見等がありましたら、ご発言ください。
　　　　　　　この別紙３の用紙はすぐ送っていただけるのですか。
庶務課長　　送らせていただきます。

本山委員　　あくまで、平成２２年度までの評価をするんですよね。

庶務課長　　そうです。今回の対象は、平成２２年度の教育委員会の活動について。
本山委員　　はい。

委　員　長　　よろしいでしょうか。
　　　　　　　非常に時間がないので、お忙しいところを大変恐縮ではございますが、８月１８日までに、各自メールで報告するということで、よろしくお願いいたします。

○報告事項

２．人事情報（２３年７月）について

（資料指－１）（指導室）

委　員　長　　それでは、報告２「人事情報（２３年７月）について」、指導室長から報告願います。
指導室長　　それでは、資料指―１をご覧ください。
　　　　　　　７月末の教職員数は、括弧の休職者なども含めまして、総勢１，８７４人であり、６月末から２名増加しました。
　動きの内訳としましては、期限付任用教員が２名増えたということでございます。
　休職者が全体として７７名で１０名増えておりますが、内訳としましては、増えた者が１１名。その内訳は、病気休職に入ったものが２名、育児休業に入った者が９名、さらに１名減ったのは、育児休業から復帰したということで、１１名増えたものに対して１名減ということで１０名ということでございます。
　裏面でございます、非常勤教員につきましては、学習指導講師は６月末の時点で１５３名から２名増えまして、１５５名ということになっております。
　以上でございます。

委　員　長　　質疑、意見等がありましたら、ご発言ください。
　　　　　　　よろしいでしょうか。

指導室長　　もう一遍、人事情報ということで。既にご存じのこととは思いますが、服務事故でございます。
　　　　　　　区内中学校の教員です。男、２２歳。逮捕容疑は、東京都迷惑防止条例違反。盗撮を行いました。
　容疑事実としましては、当該教員が平成２３年７月３０日、先週の土曜日でございますが、午後４時１０分ごろ、ジュンク堂書店池袋本店７階で女性客の背後からスカートの中を携帯電話のカメラで撮影したところ、同店の保安員に挙動不審で取り押さえられ、警視庁目白署に引き渡されております。現在、捜査中であり、余罪等について調べが行われております。
　各新聞等では、かなり詳しいことまで書かれてあるのですが、我々には、そこまで詳しい情報は届いておりません。大変ご迷惑をおかけしております。
　以上です。

委　員　長　　この件も含めまして、ご意見等がありましたら、ご発言ください。

教　育　長　　当該中学校の保護者会を、明日に。

指導室長　　そうです。明日７時から、全生徒の保護者対象で、この件につきましての説明ということで、臨時保護者会を開会いたします。

本山委員　　報道によりますと、まだ若い先生ですよね。今年、着任ですか。

指導室長　　２２歳ですので、今年、新規採用の教員。

本山委員　　その前は、板橋区と関係のあった先生ですか。

指導室長　　大学を出て、ストレートで教員採用試験に合格して、なった教員ですので。

本山委員　　残念ですね。

教　育　長　　大変優秀な先生で、子供からも信頼があったようですし、それから、野球部の指導をしていたというようなので。本当に残念ですけれども。どうして、こういうことをしてしまったのか、これで、これからの人生を棒に振ってしまったようなものですが。

今井委員　　すごく不謹慎に聞こえてしまうかもしれませんけれども。

　　　　　　　絶対にいけないことですが、学校に在籍している人数からすると年間で０．５％とか０．３％とか、そういう率で発生する事柄をさらに抑えるというのは大変なことですよね。一層の努力が必要なのは間違いないのですが。
指導室長　　ただ、実際に、ここのところ、こういった事故が続いて起こっていることに関しましては、教育委員会としても慎重に、なおかつ緊急に対応を、これまでも行ってきたのですが、さらに考え、進めてまいりたいと思っております。

委　員　長　　ただ、学校の中の教え方とか、そういった指導は幾らでもできるのですけれども、個人の家庭生活までの指導を校長がやるというのはなかなか難しいと思いますし、先ほどお話がありましたように、教員として非常にまじめにやっているという部分もあるので、大変だとは思いますが、かといって、あってはいけないので、その辺がなかなか難しいところでございます。
　　　　　　　今、担任はあるのですか。
指導室長　　担任はしておりません。先ほどの教育長のお話のように、理科の教員で、１年生と３年生の理科の授業を担当していると同時に、野球部の顧問として本当に一生懸命取り組んでいた教員でございます。

委　員　長　　当分は、理科の・・・。今は、夏休みだから、とりあえずは。

指導室長　　これは大変難しいことが起こりますので。都の処分が下りるまでは代わりの教員が派遣されませんので、校内でやりくりをしていくしかないということ。理科の教員２名のうちの１名ですから、１名の教員で３学年を見ていくという、変則であり、かつ厳しい状況にならざるを得ないというところです。
　　　　　　　もちろん、処分が出るまでは教壇に上げるわけにいきませんので。
委　員　長　　分かりました。なかなか、どうしたらいいか結論は出せませんが、よろしくお願いいたします。

○報告事項

３．ボローニャ・ブックフェアｉｎいたばしについて

（資料図－１）（中央図書館）
委　員　長　　それでは、報告３に移ります。「「第１９回ボローニャ・ブックフェアｉｎいたばし」の開催について」、中央図書館長から説明してください。
中央図書館長　　資料をご覧いただきたいと思います。
　　　　　　　今年で１９回目になりますが、「ボローニャ・ブックフェアｉｎいたばし」を開催いたします。
　概要につきましては、資料の表面に記載のとおりでございます。
　８月２０日から９日間、場所は、成増アートギャラリーにおいて開催いたします。
　今年は、例年と違った点が１つございまして、資料の裏面をご覧いただきたいと思います。「Ｄｅａｒ　Ｊａｐａｎ～世界の絵本画家からの希望のメッセージ」というテーマでの特別展示をあわせて行います。
　展示するものは、世界の絵本画家が、東日本大震災に見舞われた日本を励ますために描いたイラストでございます。イラストそれぞれに作者のメッセージも添えられております。
　これらのイラストやメッセージは、今年３月にイタリアで開催されましたボローニャ児童図書展において、アート絵本という会社が海外の絵本画家から募集をしたもので、各国から約１４０点ほど集まったそうです。そのうちの６０点ほどを、今回のボローニャ・ブックフェアで展示を行うということでございます。
　追加資料としまして今日お配りしましたアート絵本のホームページの一部ですが、こちらをご覧いただきますと、この会社がイタリアでイラストを募集した経緯などが記載されておりますので、参考としてご覧いただきたいと思います。
　それから、板橋区内に避難されております被災者の方へも、「板橋結ねっと」を通じまして、この催しのご案内をお送りしているところでございます。
　説明は以上でございます。

委　員　長　　質疑、意見等がありましたら、ご発言ください。

谷田委員　　裏面の部分も含めて、この開催期間で実施ということですよね。

　今の話は、本当はもう少し色んなところで見ていただくといいように思いますけれども。

中央図書館長　　このイラストはアート絵本という会社が所有していまして、電子版で配信するというのを業としているようですけれども、今回たまたま、イタリア文化会館というイタリアの政府機関から話がありまして、「板橋でブックフェアをやっているので、その場で展示はいかがですか」ということがありまして、会社としても、「公共のイベントで展示できる機会が得られますので、お願いしたい」ということだったようです。それで実現したのですけれども。
　　　　　　　ですから、今後は、その会社として、また、電子版だけではなくて展示をしていくというような動きがあろうかとは思いますけれども。
　ちなみに、この提供は無償でございます。
谷田委員　　分かりました。

本山委員　　これは電子絵本ということですけれども、紙の絵本も発売されるのでしょうか。
中央図書館長　　電子版で、まだ刊行されていない新たな出版物として、絵本ですとかイラストですとか写真といった、そういったアート性のあるものを電子版で出版して配信するというのを業としているようですけれども、プロモーションとして行って、売れれば、また紙の絵本で出版するというようなことも考えているというようなことが、この会社のホームページを見ますと記載されておりました。

委　員　長　　では、時間の都合のつく方は、是非、アートギャラリーの方で見ていただきたいと思います。

○報告事項

４．その他
委　員　長　　では、日程以外に特段の報告事項のある方は、ご発言ください。
庶務課長　　今年５月の教育委員会だったと思うのですけれども、指導室長から、３月末に、志村第四小学校で私物のＵＳＢをなくしてしまって、その中には自分が担任をするクラスの児童の名前ですとか、それから学校全体のクラブの名簿が入っていたという報告をさせていただいたと思うのですけれども、それについて、７月２８日の個人情報保護審議会で報告をしました。
　　　　　　　報告の内容は、「なくしてしまいました」ということの事実と、それから、区がとった対応ということで、これまでは、教員の方々は教材の研究ですとか、そういったものを自宅で行うということですので、自宅で作業をするということは避けられない事実でありますので、ＵＳＢの学校と自宅の間での保管というのはやむを得ないと思ってきました。
　それで、個人情報を含まなければ私物のＵＳＢを使っていてもいいですよという運用だったのですけれども、今回の事故を受けて、一切私物のＵＳＢは使ってはいけませんというルール付けをして公費で購入しているＵＳＢがありますから、それを必ずつかうこと。そして、
　学校では、公費の学校所有のＵＳＢをしっかり管理をしましょうというような、簡単に言うと、そういうルール付けを行いましたということで、ご報告させていただきました。
　委員の皆さんから幾つか案が出たのですけれども、何回か続いて個人情報審議会にこういうＵＳＢの紛失事故については報告をしていますので、ある意味では「なかなかなくなりませんね」というような感想をいただいたということと、それから、「他の区ではどうですか」ということを聞かれまして、他の区の対応とすれば、ＵＳＢを使っている区もありますし、それから幾つかの区においては、サーバーに自宅からアクセスして、それで、情報については自宅と職場で共通の情報を修正したり、書き取ったりということができるというシステムを持っている区もあるというようなことでご報告させていただきました。
　大学の先生が委員長を務めておりまして、その委員長の大学では、そういう専用のサーバーを自宅と職場でそれぞれ見て、「個人情報も含めて、ＵＳＢの保管とか運搬については、基本点的にそんなことはしないのがこれからの方向ではないですか」というようなことも意見が出たところですけれども、「現時点では、なかなかシステムの改修もありますから難しいでしょうね」ということを言っておられた中で、ＵＳＢをどう管理するかということに焦点を当て過ぎてしまうと、なかなか解決が見えないので、あとは、リスクの管理という面で、例えば、今はだめだと言われていますけれども、自宅と職場との間の情報をメールで転送しながらやるというのはどうでしょうか。それも事故が起こるのは分かるけれども、リスクということを考えれば、どちらが低いのでしょうかみたいなことも意見が出ました。
　それ以外にも、当面は、外部のデータセンターを使ってアクセスするようなやり方を急場のしのぎでやっておいて、将来的には、しっかりとしたセキュアな状態でサーバーに、自宅と学校の両方でアクセスできるようなシステムを入れる等もっと安全な方法を考えられないのかという指摘もございまして、それは検討しますということになりましたけれども、個人情報がなくなるから、これはだめ、あれはだめとＵＳＢの管理を規制していっても、なかなか埒が明かないのであれば、いっそ違うことを考えた方がいいようなことの提案もありましたので、今後、またＩＴ推進課等と検討を進めていきたいと思っているところです。
　以上でございます。

委　員　長　　ただいまの件に関して、質疑、意見等がありましたら、ご発言ください。

今井委員　　多分、行く行くは、自宅だとか、他校に行ったり、教育センターに行ったり、パソコンを開いて認証すれば普段使っている自分のファイルがすぐ使える、しかも、その間は自動的に暗号化され転送されるみたいな、そういう方式が、一般的かなと思います。

谷田委員　　予算とか、そういう問題ですよね。

庶務課長　　副区長も教育長もその場にいましたが、そういった予算の必要性は、大切ですよねというようなご指摘もありました。

今井委員　　不便だからなくしてしまって処分されてしまうというのは、カバーできる部分が、実は、仕掛けとお金でありそうだという気がします。

委　員　長　　システムは常に外部からの侵入とのイタチごっこなので、セキュリティをどこまでとるか非常に難しいとは思うのですけれども、いずれはそうせざるを得ないかなという気がいたします。
　　　　　　　大体、ＵＳＢみたいな便利なものが出てきたからいけないので。私が会社にいるころはＭＤを持って、いつも会社と家とを往復していましたので、結構、このくらい大きいですから、まず落とさなかったのですが、ＵＳＢは小さくなったからいけないのです。
　それでは、その件はよろしいでしょうか。他に報告事項はございますでしょうか。

中央図書館長　　板橋区と東洋大学の連携事業の１つとして、東洋大学の附属図書館の区民利用ということがございましたが、８月２日から運用を開始しております。
　　　　　　　お手元のご利用案内のとおりでやっておりますので、ご報告させていただきます。基本的に、地元の文京区の区立図書館が既に行っておりましたけれども、要件、手続については同一としております。
　学術書ですとか専門書などはかなり充実していまして、雑誌なども、法律関係の雑誌ですと、かなり多数ございました。ですから、何か調べたいとか、調査研究、学習活動でお使いになる場合は、非常に利用価値が高いのかなと思います。
　以上でございます。

今井委員　　素早いですね。この間、「やるんだ」とおっしゃっていて。

中央図書館長　　大学の夏休み期間に限定されていますので。８月からということでしたので、間に合うように行いました。

谷田委員　　これは、実際にどれぐらい利用されたとか、そんなことは後で、これは継続していこうと分かるような検証というのはできるのですか。

中央図書館長　　大学側に問い合わせをしないと分かりませんけれども、文京区の状況を聞きましたら、初年度はそうでもなかったようですけれども、徐々に利用者が増えているということはお聞きしています。
　　　　　　　初めての試みですので、どのぐらいの利用度があったかということは、大学の情報と、それから、閲覧証というのを区立図書館の窓口で交付しますので、閲覧証をどれだけ交付したかという数で把握できますので、そのあたりで見ていきたいと思います。

委　員　長　　ということで、東洋大学の図書館も、是非、ご利用くださいということでございます。
　　　　　　　他にございますでしょうか。

本山委員　　学生は利用できないとなっているのですけれども、学生間で別なシステムがあるのですか。
中央図書館長　　他大学の学生については、既に大学間でのやりとりで利用できるという手続が別にあるのです。
委　員　長　　では、よろしいでしょうか。
　　　　　　　では、これをもちまして、本日の日程は全て終了いたしました。
　なお、この後、教育委員会と事務局との事務打合せ会を行います。なお、傍聴の方は、退席願います。
　ありがとうございました。

午後　　３時　２０分　閉会
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